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	ハミルトンのフライホイール２０１９ＨＰ.pdf
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ハミルトンのフライホイールの製作と使い方　　

　　　　　　　　　　　馬目　秀夫　　　　　　　　　　　２００７．１１．９

用意するもの


[image: image1.jpg]]

TLSKAL
il
S
=k
TR
=8





・木片（５ｃｍ×５ｃｍ）

· 木柱（２．５ｃｍ）

· 画鋲（先の尖ったもの）


· リード線（５ｃｍ）


· アルミホイル


　　（２５ｃｍ×２０ｃｍ）

・アルミホイル


　　（８ｃｍ×８ｃｍ）

· 接着剤


· セロハンテープ


· 定規


· はさみ


· ボールペン、鉛筆


＊　上のそれぞれの寸法は、およそのもので、この通りでなくても良い。ただし、木柱の高さが高いと回らない。


作り方
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・木片に、木柱と画鋲を接着剤で固定する。

・リード線の両端の被覆を、それぞれ１cm

1． ５cm程度はがし、それぞれ直角に　


曲げ、長い方をカギの字に曲げ、画鋲に


引っかかるようにする。被覆をはがした

部分はハンダメッキしておくとよい。


・リード線のカギ型にした方を画鋲にかけ　


木柱にリード線をセロテープでとめる。
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・８ｃｍ×８ｃｍのアルミホイルから、次　　


のようにして羽根を作る。
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使い方

· ２５ｃｍ×２０ｃｍのアルミホイルを机の上に平らに敷き、その中央付近に台を置く。


· 高圧電源装置にリード線をつなぎ、他端を木柱の接点、アルミホイルをつなぐ。


· 羽根のバランスを確認して、電源装置のスイッチを入れる。


· ＋－のつなぎ方を逆にすると、回りやすさが変わることがあるので試してみると良い。
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ここをクリックすると動画が見られます

注意すること　高圧電源装置からは、５０００ｖ程度の電圧が出ているので、操作をするときは必ずスイッチを切って行う。

◎　製品のハミルトンのフライホイールは4000～5000円程度するが、これは20～30円程度でできる。
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